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メルマガ～開示会計を学ぶ～ Vol.29 

 

━━━━━━━━━━━━ 株式会社スリー・シー・コンサルティング ━━ 

 

１ 会計ニュースダイジェスト（2017年 7月） 

 

２ 会計基準の公表予定等 

 

３ ワンポイント開示会計問題演習 

  「リース・金融商品・有価証券・デリバティブ２」 

 

４ 児玉厚の開示川柳「 あ～監査 溝が深まる スパイラル！  」 

 

５ 編集後記 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 会計ニュースダイジェスト（2017年 7月） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

１）IFRS財団、自らの評判に関する調査結果を公表（7月 31日） 

 

英国の調査会社エビクイティ社が本年 2月から 5月にかけて実施した調査で、 

IFRS財団に対する外部からの客観的な評価を求めたものです。 

 

本調査の結果、IFRS財団について総じて透明性と独立性が 

確保されているという評価が得られました。その一方で、基準改正等に 

適時性を欠いていること、小規模企業や発展途上市場が蚊帳の外に 

置かれがちであることが指摘されております。 

 

http://www.ifrs.org/news-and-events/2017/07/ifrs-foundation-trustees-publish-findings-on-in

dependent-perception-research/ 

 

 

２）東証、独立社外取締役選任状況及び委員会設置状況を公表（7月 26日） 

 

http://www.jpx.co.jp/news/1020/20170726-01.html 

 

 

３）ASBJ、収益認識会計基準案を公表（7月 20日） 

 （企業会計基準公開草案第 61号「収益認識に関する会計基準（案）」 

  企業会計基準適用指針公開草案第 61号 

   「収益認識に関する会計基準の適用指針（案）」 

  意見募集期限：2017年 10月 20日                ） 

 

https://www.asb.or.jp/jp/accounting_standards/exposure_draft/y2017/2017-0720.html 
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４）金融庁、監査法人のローテーション制度に関する第一次報告を公表 

 （7月 20日） 

 

http://www.fsa.go.jp/news/29/sonota/20170712_auditfirmrotation.html 

 

 

５）東証、「会計基準の選択に関する基本的な考え方」の開示内容の 

  分析結果を公表（7月 20日） 

 

http://www.jpx.co.jp/news/1020/20170720-01.html 

 

 

６）「有価証券の取引等の規制に関する内閣府令」及び「開示府令」が改正 

 （内閣府令第 40号）（7月 14日） 

 

http://www.fsa.go.jp/news/29/sonota/20170714.html 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２ 会計基準の公表予定等 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

・先月公表された基準等については上記「会計ニュースダイジェスト」を 

 ご覧ください。 

 

１）IFRS（2017年 12月までの確定又は公開草案予定） 

 

（１）基準設定プロジェクト 

 

 ・概念フレームワーク：2017年第 4四半期予定 

 ・重要性の定義（IAS第 1号・同第 8号改正）：公開草案 2017年 9月予定 

 ・重要性に関する実務記述書：2017年 9月予定 

 

（２）メンテナンスプロジェクト 

 

 ・会計方針及び会計上の見積り（IAS第 8号改正）：公開草案 2017年 9月予定 

 ・資本化に適格の借入コスト（IAS第 23号改正）：2017年第 4四半期予定 

 ・資本に当たる商品への支払に対する法人所得税（IAS第 12号改正） 

  ：2017年第 4四半期予定 

 ・関連会社等に対する長期持分（IAS第 28号改正）：2017年 10月予定 

 ・負の補償を伴う期限前償還要素（IFRS第 9号改正）：2017年 10月予定 

 ・共同事業において前もって受け取った収入（IFRS 第 3号・同第 11号改正） 

  ：2017年第 4四半期予定 

 

・ワークプラン（更新：2017 年 7月 21日） 

http://www.ifrs.org/projects/work-plan/ 

 

・IASB Update 
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http://www.ifrs.org/news-and-events/updates/iasb-updates/ 

 

 

２）日本基準 

 

（１）収益認識：公開草案 2017年 7月公表済 

 

（２）マイナス金利：2017 年 12月まで予定 

 

（３）仮想通貨：公開草案 2017年 9月予定 

 

・現在開発中の会計基準に関する今後の計画（更新：2017年 7月 20日） 

https://www.asb.or.jp/jp/project/plan.html 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

３ ワンポイント開示会計問題演習 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＊メルマガ読者にのみ公開しています。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

４ 児玉厚の開示川柳 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＊児玉厚（株式会社スリー・シー・コンサルティング 代表取締役）による 

 「開示川柳」をお届けしております。 

 

「 あ～監査 溝が深まる スパイラル！ 」 

 

東芝の不正会計の問題は次のような疑念を投資家に抱かせている。 

 

「何故、監査法人はもっとも大事な不正会計を見抜けないのか？」 

 

「監査を独占業務として公認会計士にまかせる意味があるのか？」 

 

「監査法人も自由に設立でき、自由競争で選択できるように 

 すべきではないか？」 

 

金融庁はさらなる批判的監査の強化に舵を切っている。 

 

監査時間が増える。 

 

監査法人の監査報酬は時間給（監査時間×報酬単価＝監査報酬」で 

計算されるので、「監査報酬の値上げ」になってゆく。 

 

ところが、監査を受ける上場会社の本音はこうだ。 

 

＊続きはメルマガ読者にのみ公開しています。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

５ 編集後記 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＊メルマガ読者にのみ公開しています。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

メルマガの登録変更及び購読解除について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

当メルマガの登録情報のご変更や購読解除をご希望の方は、 

以下のアドレスより手続きをお願いします。 

 

（登録情報のご変更） 

https://1lejend.com/stepmail/edit.php?no=xxzzkh 

 

（購読解除） 

https://1lejend.com/stepmail/delf.php?no=116141 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

メルマガの記載内容等に関するお問い合わせ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

当メルマガの記載内容等に関するお問い合わせがございましたら、 

以下のメールアドレス又は電話番号よりご連絡願います。 

 

kaijikaikei@3cc.co.jp 

 

TEL：03-6863-7208（担当：ディスクロージャーサービス戦略室） 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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